
2 月 10 日に興部にて紋別地区消防 

組合署・支署合同の雪中救助訓練を実 

施しました。   

署・支署から 24 名が集まり、プロ 

ーブ(ゾンデ棒)を使用した検索要領と、

雪に埋まった要救助者の救出方法を確 

認しました。 

想定訓練では、屋根の雪下ろし中に 

転落し、雪中に埋没したという想定で 

検索から搬出までの一連の動きを確認 

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は平年よりも早く流氷がオホーツク海に訪れ、連日寒い日が続い

ており、ストーブの使用が欠かせなくなっています。 

いつも何気なく使っているストーブですが、使用方法や注意すべきポ

イントを改めてチェックしてみましょう。 

チェックしてみましょう。 

 ストーブの周りに洗濯物や布団、新聞等の燃えやすい

物は置かないでください。ストーブの近くでのスプレー

缶の使用及び保管は危険ですのでやめましょう。 

 
 
 
 
 
  

 誤ってガソリンを入れると、ガソリンは灯油よりも揮

発性が高いため異常燃焼し大変危険です。給油する時に

必ず確認しましょう。 

 
 
 
 
 
  
 屋根からの落雪や、雪の重みで灯油タンクや配管が破

損する可能性があります。定期的に灯油タンクや配管を

確認しましょう。 

 
 
 
 
 
  

 吸排気筒が雪に埋まると不完全燃焼を起こし、一酸化

炭素中毒になる危険性があります。灯油タンクや配管と

共に定期的に確認しましょう。 

 
 
 
 
 
  

○ストーブの誤給油に注意してください 

○灯油タンクや配管を確認しましょう 

○吸排気筒のまわりを確認しましょう 

○ストーブの周りは整理整頓をしましょう 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスが国内で流行してから約１年が経ちました。 

マスク着用や外出後の手洗いうがいなど、日頃の予防が肝心です。 

うつらない・うつさないためにも３密回避を意識しましょう！ 

 

 ・陽性者との接触の可能性を通知 

・お互いにわからないようプライバシーを確保 

・利用者増加が早期発見・感染拡大防止に 

 

 

 

 

みんなのために、みんなで使おう 

 

 

 

厚労省 接触確認アプリ 

 

 

 

脱水といえば真夏日のイメージですが、実は冬で 

も起こることがあります。暖房により空気が乾燥す 

ること、冬ではのどの渇きを実感しづらいこと、除 

雪作業で汗をかいてしまったりなど原因は様々です。 

またコロナ対策としてのマスク着用で、口元が湿 

 ることによって、のどの渇きをさらに実感しづらく 

なったとも言われています。 

冬でもしっかりと水分補給を行いましょう！ 

 

 

 

脱水症状をチェック！ 

☐ のどが渇く 

☐ 体重が急に減った 

☐ 尿の色が濃くなった 

65 歳以上の方は以下の症状にも注意 

☐ 唾液（つば）が少ない 

☐ 便秘になった・悪化した 

☐ 皮膚のハリがなくなった 

☐ 靴下のゴム跡がしばらく取れない 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

消防水利除雪 
ご協力ありがとうございます 

   

 

 

 

 

興部町内には、消火栓９１基・防火水槽４９基の消防水利があります。 

消火栓や防火水槽は火災が発生したときに使用する大切な施設です。 

除雪にご協力をいただいている方々には、心よりお礼申し上げます。 

今後とも、町の安心・安全な暮らしを守るために、ご理解とご協力を 

お願いいたします。 
 


